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早春の候、ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

昨年末 12 月 13 日創立 20 周年記念講演会・懇親会には多数のご参加を頂きまして、ありが

とうございました。 懇親会では始終和やかな雰囲気の中、会話がはずみました。 

さて第 188 回例会を 3月 29 日（火）に開催いたします。 今年度最終の例会となります。

年度末のご多忙の時期ではございますが、お繰り合わせの上、ご参加下さいますようお願

い申し上げます。  

 

  第 188 回 AC・Net 例会（3 月）概要  

日 時： 2011 年 3 月 29 日(月)16：00～20:00 

会 場： 大阪新阪急ホテル２Ｆ 

 

●講演会：16:00～18:30 「星の間」 

 

講演１： 「英語教育政策を問い直す」 

講師 和歌山大学教授 江利川 春雄 氏 

 

★ ★ ★ 

 

講演２：「日本人の英語教育-社内英語化の愚-」 

講師 大阪大学大学院教授 成田 一 氏 

 

 

●懇親会：  18:30～20:00 「雪の間」 
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第第 118888 回回  AACC・・NNeett 例例会会（（33 月月 2299 日日））  

・・・・・・講演概要・・・・・・・  

 

講演１ 「英語教育政策を問い直す」 

講師：和歌山大学教育学部 教授 江利川 春雄 氏 

 

 【講演概要】 グローバル化時代に対応すべく、学校の英語教育が会話中心の「実践的コ

ミュニケーション重視」に転換して約 20 年が経過した。この 4 月からは小学校での外国語

活動も必修化される。 だが、一連の英語教育改革は理論的根拠も成果の検証もないまま進

められてきた。その結果、期待とは裏腹に、読解力を中心とする英語学力と学習意欲が著し

く低下し続けているとする研究報告が相次いでいる。教員の疲労も限界にきている。 なぜ

こうなってしまったのか。今後どうすればよいのか。まず、危機的な現状と原因を正確に認

識し、その上で、今後の外国語教育政策のあり方と、日本人にふさわしい英語学習法を考え

ていきたい。 

 

【略歴】和歌山大学教育学部教授。大阪大学外国語学部講師。博士（教育学）。専攻は英語教

育学、英語教育史。1956 年、埼玉県に生まれる。神戸大学大学院教育学研究科修了。 

現在、神戸英語教育学会会長、日本英語教育史学会副会長、和歌山英語教育研究会会長、中

部地区英語教育学会運営員など。 

 

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ 

講演２ 「日本人の英語教育-社内英語化の愚-」 

講師：大阪大学大学院言語文化研究科 教授 成田 一 氏 

 

【講演概要】「ゆとり教育」の時期には、経済界の声を背景に「英語の使える日本人育成」と

いう目標を掲げているのに、文法・語彙力の育成を軽んじ口頭英語に不可欠な発音と聴取の

ための音声教育を怠り、英語を使う基盤の教育を疎かにしたまま「英語で授業をする」方針

も出すなど無責任な行政を行ってきた結果、英語力が大幅に低下する中、社員の英語力の実

態を無視した社長の勘違いで「英語を社内公用語化」するという企業も現れているが、「思考

と発言レベル」が低下し、業務上の「情報の正確な共有」と「自由闊達な議論」が損なわれ、

社員がストレスで本務に支障をきたす恐れが大きい。 

 

【略歴】上智大学外国語学部卒業。国際基督教大学大学院修士課程修了。大阪大学大学院教

授（言語文化研究科言語文化教育論講座）。言語情報の認知的処理プロセスという視点から、

日英語の種々の文法現象を研究。特定研究「言語情報処理の高度化」(86-88 年度)からは日英

語の対照研究と機械翻訳への応用に専念。90 年代中葉からは日本における英語教育の諸問題

を論及するとともに、具体的な改善提案を専門誌上や新聞で発表するほか、中高の先生を対

象の公開講座においても持論を展開。英語教育総合研究会、言語教育談話会代表。 
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◆ AC・Net 創立２０周年記念講演会 開催報告 ◆ 
日 時： 2010 年１２月１３日(月)     

会 場： ホテルモントレ大阪 

●講演会：1３：３０～１７：００ 「アマリエ」７階 

開会挨拶  

吉田進 AC・Net 会長 

 

来賓挨拶  

畚野信義 奈良先端科学技術大学院大学理事 

野津正明 近畿総合通信局長 

 

閉会挨拶 小牧 省三 ＡＣ・Ｎｅｔ副会長 

 

 

講演１【AC・Ｎｅｔ，２０年を振り返って】 

森永 規彦 AC・Net 初代会長・ 

広島国際大学学長 

★ＡＣ・Ｎｅｔ創成から今日に至る ICT 

 

 

 

講演 2【次世代スーパーコンピュータは生命と医療にどこまで 

迫れるか】 姫野龍太郎 独立行政法人 理化学研究所  

情報基盤センター長 

★現在開発中の次世代スーパーコンピュータは 10PetaFLOPS

という演算能力で、一秒間に一京回の計 算が可能である。可

能なことは何か、どんなことならできるようになるか・・・ 

 

 

講演３【～関西を光の国へ～（株）ケイ・オプティコムの 

光ブロードバンド普及への取組み】 

藤野 隆雄 株式会社ケイ・オプティコム 代表取締役社長  

 

★ケイ・オプティコムでの、個人向けは、ネット・電話・テレビ・モバイ

ルのクワトロプレイを中心に、法人向けは実際の導入事例を中心に紹介する。

更に、今後の新サービスの展望についても説明して頂いた。 
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懇親会：１７：００～１８：３０ 「ヴェデベーレ」１４階 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

AC・Net のさらなる発展と、会員の皆様のますますのご健康とご活躍をお祈り申し上げます。 

 

 

【事務局から】講演会の御案内は、メール配信及び WWW―ＫＡＲＣのホー

ムページ(www-karc.nict.go.jp/ACnet/)で行っています。 

○会員名簿情報に変更がある場合は、その都度事務局までお知らせください。 
      〒 651-2492 神戸市西区岩岡町岩岡５８８－２ 
     独立行政法人 情報通信研究機構 未来 ICT 研究センター内            
     TEL 078-969-2235   FAX 078-969-2119 

                             E-mail  acnet@po.nict.go.jp 

吉田会長 森永初代会長 畚野先生 

          浅居先生    

 

たくさんの方にお話しいただきました 

長年の功労者、阿部 ATR 部長、NICT 澤井

研究マネージャーに記念品の贈呈 

 

懇親会開会のあいさつ：吉田会長 

mailto:acnet@po.nict.go.jp

